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日中の社会・文化の多面的比較（風土・国情篇）―地理人文学的考察（７）

キーワード：日中比較、国力・国運、五輪開催、地球環境、相互接近

本稿は中国と日本の特質を客観的に把握する為、風土・国情の比較に焦点を当て、存続の基

礎的諸条件及び其に影響される心性構造を論じる物である。連載の第1 6回では、国土・人

口や地形・気候、国勢と国民性・地域性を考察し、天災・人災（戦争や環境破壊等）に絡んで

「命」（命脈・宿命）と「形」（形態・様式）を浮き彫りにし、国家観念・民族意識
ナショナル ・ ア イ デ ン テ ィ テ ィ

の角度から

両国の位相を掘り下げ、地理に関わる政治・経済・文化の諸問題を分析し、「表徴の帝国」の

記号の読解や歴史・観念の伝統への照射を試み、「海洋文明」が隆盛する「全球
　グローバル

化時代」下の

両国を展望し、高度成長の達成や国際社会の認知の徴と成る五輪主催に絡んで、戦後と冷戦後

の両国の平和的勃興の歩みや力関係の変化、国運の帰趨へと文脈を拡げたが、最終回では前出

の様々な論点を包括的に連結・昇華させ、総合的国力が空前に拮抗した今日は、両国が客観的

に見直し合い賢明に歩み寄る転機と好機であろう、と主張する。

（夏　剛［XIA Gang］立命館大学国際関係学部教授）
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